



















































































































































































































































































































































って「優遇されて特別であること Auszeichnung und Besonderheit は、個人的なわたくし













































































































































































































　8　「実在性」は Wirklichkeit「リアリティ」は Realität の訳だが、意味上の違いはない。
　9　「事物が、その同一性を喪失することなしに、多数者によって多数のパースペクティヴにおいて見られ、




























Sphäre der Intimität を言いかえたものだ」（VA: 47f.）。
14　「社会」については Benhabib（2003: 22-30）や Junger/ Riescher（2012）なども参照。
15　「この〔労働生産性の〕向上は、しかしながら、機械の発明とともに始まったわけではない。それは、労








示する。規則は総じて、個々人を社会的に規格化 normieren し、社会に適合させる gesellschaftsfähig 
machen。そして、自発的な活動や突出した業績は、さまたげるのである。ルソーにとって問題であった
のは善き社会のサロンであったが、その協定 Konvention は、個人を地位 Stellung と同一視するものであ
る。その地位とは、社会の順位秩序において個人が受けいれるものなのである」（VA: 51）。












































た」（Passerin d’Entrèves 1994: 145）。彼がそこに代わりに見るものは、政治の「人工性」（ibid.: 144）で
ある。 
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